
    

伊賀から作品を
発表し続けた作家

岸 宏子
生誕100年

岸
宏
子
さ
ん
︵
２
０
１
０
年
頃
自
宅
に
て
︶

　
岸
宏
子
さ
ん
は
、
１
９
２
２
年
５
月
５
日
に
旧
阿
山

郡
上
野
町
（
現
・
伊
賀
市
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は

文
豪
、
横
光
利
一
の
従い

兄と

弟こ

に
あ
た
り
ま
す
。

　
１
９
４
２
年
、
20
歳
の
時
に
、
小
説
『
醜し

こ
女め

』
が
日

本
厚
生
協
会
主
催
の
勤
労
文
化
賞
一
席
に
入
賞
。

　
戦
後
、放
送
作
家
、小
説
家
と
し
て
活
躍
し
、ラ
ジ
オ
、

テ
レ
ビ
で
の
放
送
作
品
数
は
３
５
０
作
以
上
、
放
送
回

数
は
２
８
０
０
回
を
超
え
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
ギ
ャ
ラ

ク
シ
ー
賞
な
ど
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
岸
さ
ん
の
出
世
作
は
小
説『
あ
る
開
花
』（
１
９
６
５

年
）
で
す
。
こ
の
作
品
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映
画
「
喜

劇
”
夫
“
売
り
ま
す
！！
」、
舞
台
劇
「
喜
劇　

売
ら
い

で
か
！
」
に
な
り
、
舞
台
劇
は
１
９
６
８
年
の
初
演
か

ら
公
演
回
数
５
５
０
回
を
超
え
る
ロ
ン
グ
ラ
ン
作
品
と

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、『
若
き
日
の
芭
蕉
』『
黒
田
の
悪
党
』
な

ど
伊
賀
や
東
海
地
方
に
ゆ
か
り
の
人
物
を
描
い
た
歴
史

小
説
や
、
エ
ッ
セ
イ
集
『
嘘
と
明
日
が
あ
れ
ば
こ
そ
』

な
ど
読
者
に
親
し
ま
れ
た
作
品
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
自
ら
読
書
会
を
開
催
し
、
上
野
農
業
高
校
（
現
伊

賀
白
鳳
高
校
）
校
歌
の
作
詞
を
す
る
な
ど
、
伊
賀
地
域

へ
の
貢
献
も
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、紫
綬
褒
章（
１
９
９
０
年
）、

勲
四
等
宝
冠
章（
１
９
９
５
年
）を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
９
８
年
に
は
横
光
利
一
生
誕
１
０
０
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
に
協
力
さ
れ
、
こ
れ
は
そ
の
後
毎
年
恒
例
と

な
っ
た
「『
雪ゆ

き
解げ

』
の
つ
ど
い
」へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
終
生
、伊
賀
上
野
で
執
筆
活
動
を
続
け
た
岸
さ
ん
は
、

２
０
１
４
年
に
92
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
岸
さ
ん
の

ご
遺
志
に
よ
り
旧
宅
を
含
む
全
資
産
は
市
に
遺
贈
さ
れ

て
い
ま
す
。
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◆記念イベント
【と　き】　８月 21 日㈰　午後１時 30分～
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階大研修室
【内　容】　○記念講話
　　　　　○「私のイチオシ岸作品」入賞作品表彰と朗読発表
　　　　　○映画「喜劇“夫”売ります！！」上映

【定　員】　先着 100人
【入場料】　無料
【申込先】　文化振興課　☎  22-9621 
【申込期間】　８月５日㈮～ 15日㈪（午前８時 30分～午後５時） 

◆岸宏子作品の復刻本刊行
　現在絶版になっている出世作『ある開花』を復刻、販売します。
※８月刊行予定

◆ブックレビュー「私のイチオシ岸作品」優秀賞
　広報いが３月号などで募集したところ、市内外から 17点の応募があ
りました。「岸宏子作品の魅力が十分に伝わるもの」であることを基準
に審査の結果、次の３点を優秀賞としました。（敬称略）
○「『お市の方』　その先にあるもの」　田端　泰子（伊賀市）
○「『若き日の芭蕉』　～至宝の日々を覗き見る～」　宮田　隆（東京都多摩市）
○「『若き日の芭蕉』　寿貞のこと」　濵　千春（津市）

◆岸宏子旧宅の利活用
　遺贈を受けた岸さんの旧宅を文学館として活用するため修復計画を進
めています。

岸宏子さん生誕100年記念事業

【問い合わせ】　文化振興課
　☎  22-9621　℻  22-9619
　 bunka@city.iga.lg.jp

①キャプションキャプション
②キャプションキャプション
③キャプションキャプション

　
生
ま
れ
育
っ
た
町
、
伊
賀
上
野
か
ら
離
れ
な
か
っ
た

岸
宏
子
さ
ん
に
は
、
作
家
と
し
て
の
顔
と
は
別
に
気
さ

く
な
”ご
近
所
さ
ん“
と
し
て
の
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

自
宅
を
訪
れ
た
人
が
、
１
〜
２
時
間
は
腰
を
あ
げ
る
い

と
ま
も
な
い
ほ
ど
の
話
好
き
。
中
に
は
、
独
特
の
辛
口

談
議
が
苦
手
だ
っ
た
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
。

　
友
人
た
ち
に
乞
わ
れ
て
講
師
を
引
き
受
け
た
と
い
う

読
書
会
は
30
年
も
続
き
、
テ
キ
ス
ト
か
ら
離
れ
て
岸
さ

ん
の
幅
広
い
解
説
を
聞
く
こ
と
が
参
加
者
の
楽
し
み
に

な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
永
年
の
作
家
活
動
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
勲
四

等
宝
冠
章
等
の
栄
誉
も
喜
ん
で
い
た
は
ず
で
す
が
、
額

に
飾
る
は
ず
の
賞
状
と
勲
章
は
没
後
に
段
ボ
ー
ル
箱
か

ら
発
見
さ
れ
た
と
い
っ
た
世
俗
の
形
に
こ
だ
わ
ら
な
い

性
格
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

（
伊
賀
文
学
振
興
会　
代
表　
福
田　
和
幸
）

岸
宏
子
さ
ん
生
誕
１
０
０
年
に
寄
せ
て

寄
稿

①くみひもを見る岸さん（1960年頃）
②岸さんの直筆原稿
③岸さん愛用の筆記用具
④第１回「雪解」のつどいにて（1999年）
⑤横光利一青春碑除幕式にて（1976年）　

①
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②
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